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ホ
ウ
酸
団
子
の
配
布

　

年
に
１
回
程
度
、「
か
の
こ
グ
ル
ー

プ
」の
呼
び
掛
け
で
参
加
者
を
募
り
、

富
ヶ
尾
中
央
公
民
館
で
、
ゴ
キ
ブ
リ

退
治
用
の
ホ
ウ
酸
団
子
作
り
が
行
わ

れ
ま
す
。
ホ
ウ
酸
団
子
は
希
望
者
に

配
布
さ
れ
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
確
認

　

町
内
会
で
は
、
市
の
防
災
行
政
無

線
の
有
用
性
を
折
に
触
れ
て
説
き
、

周
知
徹
底
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」は
、
見
守
り

活
動
の
際
に
、
防
災
行
政
無
線
戸
別

受
信
機
の
使
用
方
法
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
電
源
が
入
っ
て
い
る
か
、

確
実
に
作
動
す
る
か
な
ど
の
点
検
も

行
っ
て
い
ま
す
。

餅
つ
き
の
会

　

毎
年
12
月
、
公
民
館
に
高
齢
者

か
ら
子
ど
も
ま
で
集
ま
っ
て
行
わ
れ
る

宅
か
ら
歩
い
て
い
け
る
場
所
に
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
語
ら
い
や
ゲ
ー
ム
な

ど
を
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

場
を
つ
く
る
活
動
で
す
。

ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
事
業

　

こ
の
ほ
か
、
社
協
で
は
鹿
屋
市
や

町
内
会
と
連
携
し
、
地
域
の
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
機
能
を
活
用

し
て
、
高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
に
対

し
、
買
い
物
等
の
交
通
手
段
の
提
供

に
よ
る
生
活
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
の
全
面
協
力
に

よ
り
バ
ス
と
運
転
手
が
派
遣
さ
れ
、

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
現
在
は
、

北
花
岡
・
高
隈
・
大
姶
良
の
３
地
区

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
３
町
内
会
を
は
じ

め
、
他
の
町
内
会
に
お
い
て
も
、
関

係
機
関
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
様
々

な
地
域
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
町
内
会
の
地
域

福
祉
活
動
に
つ
い
て
、
鹿
屋
市
社

会
福
祉
協
議
会（
☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

２
９
５
１
）で
は
、
次
の
よ
う
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
」
支
援

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い

者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

地
域
住
民
が
協
力
し
合
い
、
地
域
ぐ

る
み
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
す
。
活
動
の
受
け
手

は
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
確
認
で

き
、
担
い
手
は
地
域
に
役
立
っ
て
い

る
と
い
う
喜
び
と
福
祉
制
度
へ
の
理

解
が
得
ら
れ
ま
す
。
地
域
に
と
っ
て

は
、
助
け
合
い
や
援
助
の
輪
が
広
が

り
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
が
期
待
で
き
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
活
動
」
支
援

　

サ
ロ
ン
活
動
と
は
、
独
り
暮
ら
し

や
家
の
中
で
過
ご
し
が
ち
な
高
齢
者

等
と
地
域
住
民
が
、
公
民
館
な
ど
自

ふれあいネット
ワーク活動 サロン活動

鹿屋 　　　15 　　58
吾平 　　　  4 　　24
串良 　　　  5 　　12
輝北 　　　  4 　　20
合計 　　　28 　  114

町内会単位で行われている
「地域福祉活動」組織数

※平成 28 年８月31日現在

鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
主
な
地
域
福
祉
事
業大姶良地区

ドライブサロン

みんなが安心できる地域に
　富ヶ尾中央町内会は、約 230 年前に甑島からの移住者
によってできた集落です。先祖の築いた結束力同様に、
全員参加・全員協力を基本として様々な行事への呼び掛
けを行っています。また、予算や運営もオープンにして、
「見える」町内会活動に努めています。
　そのことが地域住民の皆さんに浸透してきたのか、行
事に笑顔で参加してくれます。お互いに話しやすい環境
にあり、楽しいのだろうと思います。みんなが「いい町
内会だ」と思ってくれていると信じています。
　２年程前から、富ヶ尾中央公民館の入口付近に「困り
事・相談事入れ」という相談
箱を設置しました。安心して
何でも相談できる町内会であ
りたいという思いからです。
　町内会に暮らす方々みんな
が、楽しみも困りごとも共有
できる町内会にしたいですね。　

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

富
ヶ
尾
中
央
町
内
会 

会
長

　

泊
と
ま
り 

義
秋 

さ
ん

公
民
館
横
の
広
場
に
は
甑

こ
し
き
し
ま島

か
ら
の

移
住
集
落
を
示
す
記
念
碑
が
建
つ

▲困り事・相談事入れ
餅つきの会

て
い
ま
す
。「
が
ん
ば
る
会
」
は
平
成

27
年
４
月
に
発
足
。
現
在
メ
ン
バ
ー

は
20
人
で
、
メ
ン
バ
ー
の
半
分
以
上

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　
「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」
と「
が
ん
ば

る
会
」
は
、
い
ず
れ
も
高
齢
者
の
見

守
り
・
声
掛
け
活
動
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
次
の
よ
う
な
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
助
け

合
い
事
業

　

月
１
回
の
見
守
り
活
動
に
よ
っ
て

得
た
情
報
や
要
請
を
も
と
に
、
体
が

不
自
由
な
高
齢
者
等
宅
を
訪
問
し
、

粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
か
ら
、
運
搬
、
分

別
ま
で
を
行
う
も
の
で
、「
か
の
こ

グ
ル
ー
プ
」
と「
が
ん
ば
る
会
」
の
両

グ
ル
ー
プ
が
、
年
に
３
〜
４
回
程
度

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
利
用
者
の
健
康

状
態
な
ど
の
確
認
も
行
わ
れ
、
利
用

者
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い
る
事
業

で
す
。

　

富
ヶ
尾
中
央
町
内
会
は
、
全
員
参

加
を
基
本
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
福
祉
事

業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

心
的
役
割
を
担
う
の
が
、「
富
ヶ
尾

か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」
と「
富
ヶ
尾
が

ん
ば
る
会
」の
２
つ
の
組
織
で
す
。

　
「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」は
平
成
25
年

11
月
に
発
足
し
、メ
ン
バ
ー
は
15
人
。

見
守
り
を
行
う
組
織
と
し
て
活
動
す

る
と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
活
動
も
行
っ

富
ヶ
尾
中
央
町
内
会

富
ヶ
尾
中
央
町
内
会
（
串
良
町
有
里
）

（
串
良
町
有
里
）

身障高齢者宅でのごみ搬出作業

樹
木
伐
採
や
墓
地
清
掃

の
お
手
伝
い

　

町
内
会
で
行
わ
れ
る
奉
仕
作
業
の

日
に
は
、「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」と「
が

ん
ば
る
会
」
の
熟
練
者
を
適
所
に
配

置
し
て
、
高
齢
者
宅
の
庭
木
・
枝
木

の
伐
採
、
共
同
墓
地
の
清
掃
の
手
伝

い
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

高齢者宅の庭木伐採

ホウ酸団子作り
　私たちが生活するうえで、共通の願いは「誰もが安
心して生活できる地域」だと思います。
　現在は公的な制度や民間独自のサービスが整ってき
ていますが、すべてに対応できる制度は現実的に難し
く、制度の対象外となる人が出てきます。
　鹿屋市でも少子高齢化や核家族化が進行しており、
年齢にかかわらず地域で孤立する可能性があります。
　このような状況を解決しうるのは、やはり地域の支
え合いではないかと思います。「地域」というのは、町
内会や自治会、最も小さい範囲では「向こう三軒両隣」
とあるように、ご近所です。
　私は、社会福祉協議会という地域福祉を推進する立
場で様々な地域にかかわっていますが、そこでは住民同
士の様々な助け合い・支え合いが行われています。例え
ば、「カーテンの開け閉めができている」、「洗濯物が干さ
れ取り込まれている」など、日常生活上のさりげない見
守りや、ゴミ出し、買い物の手伝いなど様々です。
　このような支え合い活動は、表面には出てこないだ
けで、実は日々行われており、それが制度では対応で
きない問題を解決しているのです。
　「誰もが安心して生活できる地域」という理想は高い
ですが、地域の皆さんとともに考え、一歩ずつ進んで
いきたいと思います。

 

打
馬
町
内
会
の
高
齢
男
性
サ
ロ

ン「
ど
ん
ぐ
り
」で
行
わ
れ
た「
な

ん
こ
大
会
」
に
参
加

INTER
VIEW

「
餅
つ
き
の
会
」で
は
、
住
民
一
人
当
た

り
に
餅
が
２
個
ず
つ
配
ら
れ
ま
す
が
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
高
齢
者
の
独
り

暮
ら
し
世
帯
や
高
齢
者
の
み
世
帯
に

は
、「
か
の
こ
グ
ル
ー
プ
」と「
が
ん
ば
る

会
」
が
安
否
確
認
を
兼
ね
て
訪
問
し
、

餅
が
届
け
ら
れ
ま
す
。

当
番
制
の
ご
み
収
集
日

立
ち
会
い

　

町
内
会
で
は
、
ご
み
収
集
日
の
朝

に
、
各
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
立
っ

て
分
別
指
導
等
を
行
う
人
を
そ
れ
ぞ

れ
全
世
帯
か
ら
当
番
制
で
決
め
て
い

ま
す
。
町
内
会
独
自
に
作
成
し
た
ご

み
カ
レ
ン
ダ
ー
に
は
、
そ
の
年
度
分

の
ご
み
収
集
日
と
と
も
に
、
立
ち
会

い
を
担
当
す
る
人
の
氏
名
が
す
べ
て

記
載
さ
れ
て
お
り
、
各
家
庭
に
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
。
分
別
に
つ
い
て
の

理
解
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
同
士
に
よ

る
見
守
り
や
交
流
も
意
図
し
た
取
り

組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て

誰
も
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
へ

生
活
で
き
る
地
域
へ
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